
発行：福岡地区労働組合総連合
〒812－0016
福岡市博多区博多駅南１－９－８
ケイ・アイビル２Ｆ
TEL　092－433－3338
FAX　092－433－3535
Mail：fukuciku@gmail.com

（ＨＰはこちら）

2023年10月15日付 217号

福岡地区労連2023
10月号

福
岡
地
区
労
連
に
加
盟
す
る
各
労
働
組
合
は
、
こ
の
時
期
に
こ
れ
か
ら
の
一
年

間
の
運
動
方
針
を
決
定
す
る
定
期
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
号
は
４
つ
の
労

働
組
合
の
定
期
大
会
開
催
状
況
を
紹
介
し
ま
す
。
定
期
大
会
で
は
い
ず
れ
も
物
価

高
騰
を
上
回
る
春
闘
の
勝
利
、イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
中
止
な
ど
、
労
働
者
の
労
働

条
件
改
善
な
ど
の
方
針
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

�

（
掲
載
は
、
定
期
大
会
開
催
順
で
す
。）

井
上
支
部
長
は
挨
拶

で
、
豪
雨
災
害
カ
ン
パ
、

１０
月
か
ら
始
ま
る
イ
ン
ボ

イ
ス
制
度
廃
止
、
秋
の
大

運
動
を
み
ん
な
の
力
で
成

功
さ
せ
よ
う
と
訴
え
ま
し

た
。
専
門
部
長
よ
り
活
動

経
過
と
方
針
の
提
案
を
行

い
、
改
憲
に
反
対
し
憲
法

を
暮
ら
し
に
活
か
す
、
建

設
ア
ス
ベ
ス
ト
問
題
の
全

面
解
決
、
自
治
体
要
請
、

社
会
保
障
を
実
現
し
「
３

つ
の
危
機
」を
跳
ね
返
す
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
廃
止
と

消
費
税
５
％
減
税
を
め
ざ

す
な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

生
活
を
守
り�

改
善
す
る
闘
い
を

福
岡
医
療
団
労
組

�

副
委
員
長
　
河
谷
　
靖

９
月
１６
日
、
第
３６
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
医
療
・
介
護
労
働
者

は
他
産
業
と
比
べ
て
低
い

賃
金
で
働
い
て
い
る
労
働

者
が
多
く
、賃
金
・
労
働
条

件
の
早
急
な
改
善
が
重
要

に
な
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
５
類
と
な
り
、
病

院
へ
対
す
る
補
助
金
も
大

幅
に
減
り
、
赤
字
経
営
の

病
院
が
続
出
し
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
２
０
２
３

年
度
は
単
組
の
活
動
だ
け

で
な
く
、
医
療
・
介
護
分

野
の
労
働
者
が
一
団
と
な

っ
て
、
国
民
の
生
命
と
健

康
を
守
る
た
め
、
医
療
労

働
者
の
生
活
を
守
り
改
善

す
る
た
た
か
い
を
す
す
め

て
い
き
ま
す
。

組
織
拡
大
の�

取
り
組
み
を
決
定
！

郵
政
ユ
ニ
オ
ン
中
郵
支
部

�

書
記
長
　
米
地
　
輝
孝

９
月
１７
日
、
定
期
支
部

大
会
を
開
催
し
、
支
部
の

組
織
の
問
題
を
中
心
に
討

議
を
進
め
ま
し
た
。
労
契

法
２０
条
裁
判
を
闘
い
、
春

闘
時
期
に
は
職
場
で
対
抗

し
う
る
も
の
は
少
な
い
中

で
も
、
小
さ
な
組
織
で
も

ス
ト
を
構
え
て
闘
う
支
部

へ
の
職
場
の
期
待
は
大
き

い
こ
と
か
ら
、
定
期
大
会

で
出
さ
れ
た
組
合
員
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
今
年
度

は
支
部
独
自
で
毎
月
労
働

相
談
日
を
設
け
て
、
こ
の

１
年
間
も
組
拡
中
心
に
取

り
組
む
事
を
決
定
し
ま
し

た
。
日
本
郵
政
株
式
会
社

と
い
う
大
企
業
に
、
小
さ

な
組
織
で
も
闘
う
と
い
う

灯
を
消
さ
ず
に
奮
闘
し
ま

す
。

過
去
最
高
の�

�

組
織
数
を
達
成
！

福
建
労
福
岡
東
支
部

�

書
記
長
　
山
中
　
健

９
月
１０
日
、
第
９
回
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
、
来

賓
の
１１
人
を
含
む
１
０
７

人
が
参
加
を
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
昨
年
度
の

組
織
到
達
目
標
１
７
３
６

人
が
加
入
し
、
過
去
最
高

の
組
織
数
を
達
成
し
た
事

を
は
じ
め
、
こ
の
間
支
部

の
仲
間
と
取
り
組
ん
だ
運

動
を
総
括
し
、
次
年
度
に

向
け
た
方
針
が
全
会
一
致

で
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
小

笠
原
支
部
長
か
ら
は
、
仲

間
に
対
す
る
１
年
間
の
協

力
を
感
謝
す
る
と
と
も

に
、「
毎
日
が
（
組
織
）

拡
大
で
す
」
と
引
き
続
き

の
協
力
が
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度�

廃
止
を
み
ん
な
の
力
で

福
建
労
福
岡
西
支
部
　

�

書
記
長
　
田
口
　
弘
子

９
月
１０
日
、
第
９
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

＜加盟組合の定期大会＞

労働者の労働条件と生活向上のために

↑福建労福岡西支部での定期大会
↓郵政ユニオン中郵支部での定期支部大会

↑福建労福岡東支部での定期大会
↓福岡医療団労組での定期大会
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由
に
中
止
を
求
め
て
い
ま

す
。

今
後
も
増
え
続
け
る

放
射
能
汚
染
水

今
回
の
放
出
を
政
府
は

全
体
の
わ
ず
か
２
・
３
％

に
あ
た
る
３
１
，
２
０
０

ト
ン
と
言
う
も
の
の
、
核

燃
料
が
溶
け
落
ち
た
デ
ブ

リ
に
直
接
接
触
し
て
い
ろ

い
ろ
な
放
射
性
物
質
が
含

ま
れ
て
い
る
水
を
海
に
流

す
こ
と
は
、
世
界
で
は
じ

ま
し
た
。
し
か
し
、
実
態

は
原
発
事
故
で
溶
け
落
ち

た
核
燃
料
（
デ
ブ
リ
）
に

直
接
接
触
し
、
放
射
能
物

質
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
か

ら
、
放
射
能
汚
染
水
が
正

し
い
表
現
で
す
。
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
で
除
去
で
き
な
い
ト
リ

チ
ウ
ム
と
い
う
物
質
は
、

が
ん
、
流
産
な
ど
を
引
き

起
こ
す
リ
ス
ク
が
あ
る
放

射
性
物
質
で
す
。

放
出
を
禁
止
し
た
ア
メ

リ
カ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

問
題
は
、
溶
け
落
ち
た

デ
ブ
リ
が
取
り
除
け
な
い

限
り
、
放
射
能
汚
染
水
は

増
え
続
け
る
問
題
と
、
重

決
議
書
は
、
岸
田
政
権

が
８
月
２４
日
に
開
始
し

た
、
放
射
能
に
よ
る
汚
染

水
の
海
洋
放
出
に
強
く
抗

議
し
、
漁
業
者
と
の
約
束

を
守
り
、
福
島
県
民
・
国

民
合
意
の
な
い
海
洋
放
出

の
中
止
を
求
め
て
い
ま

す
。
決
議
書
は
①
漁
業
者

と
の
約
束
を
破
る
こ
と
は

許
さ
れ
な
い
、
②
合
意
の

な
い
海
洋
放
出
の
強
行
は

１２
年
間
の
復
興
の
努
力
を

台
無
し
に
し
た
こ
と
を
理

不
安
定
な
雇
用
の「
地
域
限
定
保
育
士
」

で
大
事
な
子
供
た
ち
は
守
れ
ま
せ
ん

福
祉
保
育
労
・
福
岡
地
本
　
書
記
長
　
城
山
　
佐
和
子

大
な
問
題
は
、
政
府
が
放

出
さ
れ
る
放
射
能
物
質
の

総
量
を
明
ら
か
に
し
て
い

な
い
こ
と
で
す
。
中
国
の

対
応
に
つ
い
て
も
い
た
ず

ら
に
対
立
を
悪
化
さ
せ
る

の
で
は
な
く
、
対
話
に
よ

る
外
交
で
問
題
を
解
決
す

べ
き
で
す
。
ち
な
み
に
８

月
１8
日
に
ア
メ
リ
カ
東
部

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
は
、
閉

鎖
さ
れ
た
原
子
力
発
電
所

か
ら
放
射
性
物
質
を
含
む

汚
染
水
を
ハ
ド
ソ
ン
川
に

放
出
す
る
こ
と
を
禁
止
し

ま
し
た
。
ア
メ
リ
カ
で
で

き
て
日
本
で
な
ぜ
で
き
な

い
の
か
、
岸
田
政
権
の
姿

勢
が
問
わ
れ
ま
す
。

�

（
編
集
委
員　

惠
藤
）

地
下
水
を
遮
水
で
き
て
い

な
い
実
態
と
、
遮
水
す
る

検
討
を
し
て
い
な
い
こ
と

な
ど
を
含
め
、
デ
ブ
リ
の

取
り
出
し
も
で
き
な
い
状

況
の
中
で
は
、
今
後
も
放

射
能
の
汚
染
水
は
長
期
に

増
え
続
け
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
ま
す
。

処
理
水
で
は
な
く
放

射
能
汚
染
水
で
す

放
射
能
汚
染
水
と
い
う

表
現
に
つ
い
て
、
前
任
の

野
村
農
水
相
は
官
邸
で
記

者
の
質
問
に
対
し
て
「
処

理
水
」
を
「
汚
染
水
」
と

言
い
間
違
え
た
と
し
て
、

謝
罪
し
て
発
言
を
撤
回
し

デブリに直接接触した汚染水の
 海洋放出は重大な問題行為

―放射能汚染水海洋放出中止を！―

福
岡
県
労
連
は
、
第
１
回
幹
事
会
名
で
「
多
核
種
除
去
設
備
（
以
下
「
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
」）
に
よ
り
処
理
さ
れ
た
汚
染
水
海
洋
放
出
に
抗
議
し
中
止
を
求
め
る
決
議
」

を
９
月
１９
日
に
確
認
し
岸
田
政
権
に
送
付
し
ま
し
た
。（
決
議
参
照
）
福
岡
地
区

労
連
は
１０
月
２２
日
に
開
催
し
ま
す
第
３４
回
定
期
大
会
で
汚
染
水
海
洋
放
出
抗
議
中

止
の
決
議
を
提
案
す
る
予
定
で
す
。

「
地
域
限
定
保
育
士
」

と
は
、
自
治
体
が
独
自
に

実
施
す
る
試
験
に
合
格
し

た
場
合
、
そ
の
地
域
で
の

み
、
国
家
資
格
で
あ
る
保

育
士
と
同
様
に
働
く
こ
と

が
で
き
る
仕
組
み
で
す
。

現
在
は
国
家
戦
略
特
区
の

一
環
と
し
て
神
奈
川
県
、

大
阪
府
な
ど
一
部
地
域
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

政
府
は
こ
れ
を
全
国
に
展

開
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

「
保
育
士
不
足
」
の
解

今
後
に
残
る
問
題
と
し

て
、
敷
地
内
の
タ
ン
ク
に

貯
め
た
水
の
７
割
近
く

が
、
排
出
濃
度
基
準
を
超

え
た
放
射
性
物
質
が
残
っ

て
い
る
汚
染
水
で
あ
る
こ

と
と
、
こ
の
汚
染
水
を
Ａ

Ｌ
Ｐ
Ｓ
が
２
次
処
理
で
き

る
か
ど
う
か
の
問
題
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
雨
水
や

め
て
強
行
し
た
重
大
な
問

題
行
為
で
す
。
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ

も
海
洋
放
出
に
賛
成
し
て

い
ま
せ
ん
。

消
の
た
め
の
よ
う
に
持
ち

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
現

場
で
必
要
と
な
る
保
育
士

の
数
十
倍
の
潜
在
保
育
士

が
お
り
、
世
の
中
に
保
育

士
が
不
足
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

潜
在
保
育
士
と
は
、
保

育
士
資
格
を
持
っ
て
い
て

も
、
保
育
園
な
ど
で
働
い

て
い
な
い
人
で
す
。
厚
生

労
働
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
令
和
２
年
の
保
育
士

登
録
者
数
は
約
１
６
７
万

人
、
内
潜
在
保
育
士
は
約

１
０
２
万
人
に
の
ぼ
り
、

全
体
の
約
６０
％
に
及
び
ま

す
。東

京
都
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
職
場
改
善

の
希
望
項
目
と
し
て
「
給

与
・
賞
与
等
の
改
善
」「
職

員
数
の
増
員
」「
事
務
・

雑
務
の
軽
減
」
が
圧
倒
的

に
多
い
結
果
で
し
た
。「
就

労
先
に
選
ば
れ
な
く
な
っ

て
い
る
」
の
は
、
給
料
が

低
い
た
め
で
「
保
育
士
が

足
り
な
い
」
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

保
育
に
関
わ
る
国
の
最

低
基
準
や
国
家
資
格
と
し

て
の
保
育
士
資
格
は
、
子

ど
も
の
命
と
安
全
を
守
る

た
め
の
も
の
で
す
。
日
本

の
将
来
を
担
う
大
事
な
子

供
た
ち
を
守
る
た
め
に
、

規
制
緩
和
や
国
家
戦
略
特

区
路
線
の
拡
大
で
は
な

く
、
保
育
士
の
配
置
基
準

や
賃
金
・
労
働
条
件
を
改

善
し
、
実
際
に
保
育
現
場

で
働
き
た
い
と
意
欲
が
も

て
る
施
策
が
必
要
で
す
。

署名チラシは
こちらから

●�

働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ

ナ
ー
・
プ
レ
セ
ミ
ナ
ー

　

�

１１
月
１
日
（
水
）
１７
：

３０
～

　

�

千
鳥
ビ
ル
２
階
大
会
議

室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

●
過
労
死
対
策
シ
ン
ポ

　

�

１１
月
２
日
（
木
）
１５
：

００
～
１７
：
００

　

�

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル

福
岡
ヤ
マ
カ
サ

●�

働
く
た
め
の
九
州
セ
ミ

ナ
ー
ｉｎ
宮
崎

　

�

１１
月
１8
日
（
土
）
１３
：

００
～
１１
月
１９
日
（
日
）

　

宮
崎
市
民
プ
ラ
ザ

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

〈第３４回福岡地区労連定期大会〉�
「労働組合のバージョンアップ平和で暮らしやすい社会へ」
岸田政権の悪政によって、これからの私たちを取り巻く社会
は、「戦争か平和か」が問われ、重大な変化を余儀なくされる
岐路に立たされています。安全保障を口実にした大軍拡大増税、
労働者の雇用の流動化、国民皆保険制度を破壊する健康保険証
の廃止、大量失業者を生み出すインボイス制度、環境を破壊す
る原発海洋汚染水の海洋放出など、国民の声を聴く耳を持たな
い政治に終止符を打つための、重要な方針を決める定期大会を
成功させましょう。
日時　　１０月２２日（日）
受付　　１２時３０分　開会１３時　終了１７時
場所　　�福岡県労連大会議室　オンライン併用

〈労働組合と地球環境問題を考える⑰〉〈労働組合と地球環境問題を考える⑰〉

ＡＬＰＳにより処理された汚染水海洋放出に抗議し中止を求める決議 
漁業者との約束を守り、福島県民・国民合意のない海洋放出は中止を！ 

岸田政権は、ＡＬＰＳに処理された「汚染水」の海洋放出を８月２４日から開始した。
私たちは海洋放出に強く抗議するとともに、その中止を求めるものである。
私たちは、この汚染水の海洋放出について、第 に、国と東京電力が漁業者との約

束＝「関係者の理解なしに、いかなる処分も行わない」という約束を破ることは許され
ないこと、第 に福島県民・国民合意がないもとで、海洋放出が強行されました。こ
れまでの 年間の復興の努力が台無しになることなどから反対してきた。

また、海洋放出ではない解決策＝「広域遮水壁」などで汚染水の新たな発生を抑え、
陸上保管を継続する方法があることも提案してきた。しかし、これらの点があいまいに
されたまま、海洋放出を行ったことは認めるわけにはいかない。

海洋放出をめぐる不安や懸念は、現時点でも何ら解決していない。逆に輸出品の価格
が大幅に下落するなど深刻な影響が広がっている。
また先日開催された「復興と廃炉の両立とＡＬＰＳ処理水問題を考える福島円卓会議」

では、海洋放出の「凍結」を求めるととともに、設備面での確認とは別に「具体的な運
用計画」の提出と審議が行われていないという問題点を指摘しており、国と東京電力の
真摯な対応が求められている。

私たちは、漁業者との約束を守り、福島県民・国民合意のない海洋放出は中止するこ
とを強く求め決議する。

年 月 日
福岡県労働組合総連合第 回幹事会


